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第 3 期

（決算日 ₂₀14年1₂月1₀日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ世界資産戦略ファンド（ダ
イワＳＭＡ専用）」は、このたび、第 ₃ 期の
決算を行ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<5764>

ダイワ世界資産戦略ファンド
（ダイワＳＭＡ専用）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型）
信 託 期 間 約 ₃ 年 ₆ カ月間（₂₀₁₃年 ₆ 月 ₇ 日～₂₀₁₆年₁₂月 ₉ 日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

内外の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式（上
場予定および登録予定の株式を含みます。また、預託証
券を含みます。）、内外の金融商品取引所上場株券オプ
ション取引、内外の金融商品取引所上場株価指数先物取
引およびオプション取引、内外の債券、内外の金融商品
取引所上場債券先物取引およびオプション取引ならびに
内外の金融商品取引所上場投資信託証券

運 用 方 法

①主として、内外の株式、債券および商品ならびにそれら
の派生商品の買い（ロング）または売り（ショート）を行
なうことにより、市場の動きにかかわらず収益を獲得する
ことをめざします。
②運用に当たっては、先物取引等のデリバティブ取引を積
極的に活用します。なお、商品への投資は、商品または商
品指数を対象とする上場投資信託証券等を通じて行ないま
す。
③各資産の実質的な組入比率は、以下の範囲とすることを
基本とします。

イ ．株式の実質的な組入比率は、上限を₆₀％程度、下限
をマイナス₅₀％程度とします。

ロ ．債券の実質的な組入比率は、上限を₁₅₀％程度、下
限をマイナス₅₀％程度とします。

ハ ．商品の実質的な組入比率は、上限を₄₀％程度、下限
をマイナス₄₀％程度とします。

ニ ．上記の資産の実質的な組入比率の合計は、上限を
₁₅₀％程度、下限をマイナス₅₀％程度とします。

※「実質的な組入比率」とは、当該各資産にかかる現物有
価証券（上場投資信託証券等を除きます。以下同じ。）の
組入総額および先物取引等の買建玉の時価総額を合計した
額から、先物取引等の売建玉の時価総額を控除した額の、
信託財産の純資産総額に対する比率をいいます。
④現物有価証券の組入総額ならびに先物取引等の買建玉お
よび売建玉の時価総額を合計した額は、信託財産の純資産
総額の₂₀₀％程度を上限とします。
⑤上記③および④の計算において、上場投資信託証券等お
よびオプション取引は先物取引に換算するものとします。
⑥パフォーマンスの向上を図るため、為替予約取引等を
ヘッジ目的以外で行なう場合があります。為替予約取引等
の日本円を基準とした買建ての合計額および売建ての合計
額は、それぞれ信託財産の純資産総額の₁₀₀％を上限とし
ます。ただし、ヘッジ目的のものは除くものとします。
⑦大和証券株式会社から運用にかかる助言を受けます。

株式組入制限 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等とし、原則として、基準価額の水準
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあり
ます。各計算期末における収益分配前の基準価額（ ₁ 万
口当り。）が₁₀, ₀₀₀円超の場合、₁₀, ₀₀₀円を超える額を
めどに分配金額を決定します。なお、計算期末に向けて
基準価額が大きく上昇した場合など基準価額の動向等に
よっては、実際の分配額がこれと異なる場合があります。



ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　 準　 価　 額

株　　式
組入比率

株式先物
比　　率

公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託 
受益証券 
組入比率

投資信託
証　　券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
₁ 期末（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日） ₉, ₇₁₇ ₀ △ ₂. ₈ ― ― ₆₀. ₀ ₇₄. ₄ ₅. ₁ ₁. ₈ ₃, ₁₃₈ 
₂ 期末（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日） ₉, ₈₈₇ ₀ ₁. ₇ ― △ ₂₇. ₀ ₅₃. ₉ ₈₄. ₀ ₁₅. ₉ ₄. ₈ ₁, ₂₁₅ 
₃ 期末（₂₀₁₄年₁₂月₁₀日） ₁₀, ₀₈₃ ₁, ₂₀₀ ₁₄. ₁ ― △ ₂₅. ₉ ₅₁. ₈ ₈₉. ₁ ₂₂. ₄ ₅. ₇ ₁, ₀₃₈ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ）先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 ₃ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 ₄ ）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

■当期中の基準価額の推移
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（注）期末の基準価額は、分配金込みです。

基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

年　　月　　日
基 準 価 額 株　　式

組入比率
株式先物
比　　率

公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託 
受益証券 
組入比率

投資信託
証　　券
組入比率騰 落 率

円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₉, ₈₈₇ ― ― △ ₂₇. ₀ ₅₃. ₉ ₈₄. ₀ ₁₅. ₉ ₄. ₈

₆ 月末 ₉, ₉₈₁ ₁. ₀ ― △ ₂₆. ₄ ₅₃. ₄ ₉₁. ₂ ₁₅. ₇ ₄. ₆
₇ 月末 ₁₀, ₀₆₈ ₁. ₈ ― △ ₃₁. ₄ ₅₂. ₈ ₉₀. ₄ ₁₈. ₉ ₅. ₃
₈ 月末 ₁₀, ₄₆₂ ₅. ₈ ― △ ₃₀. ₀ ₅₁. ₉ ₉₁. ₀ ₁₈. ₅ ₅. ₀
₉ 月末 ₁₀, ₃₇₆ ₄. ₉ ― △ ₃₁. ₀ ₅₃. ₁ ₈₀. ₈ ₁₉. ₃ ₅. ₁
₁₀月末 ₁₀, ₅₈₈ ₇. ₁ ― △ ₂₇. ₉ ₅₆. ₁ ₆₅. ₂ ₁₈. ₉ ₄. ₈
₁₁月末 ₁₁, ₁₇₀ ₁₃. ₀ ― △ ₂₉. ₆ ₅₇. ₄ ₇₄. ₇ ₂₀. ₀ ₅. ₃

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₀日 ₁₁, ₂₈₃ ₁₄. ₁ ― △ ₂₅. ₉ ₅₁. ₈ ₈₉. ₁ ₂₂. ₄ ₅. ₇
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₉, ₈₈₇円　期末：₁₀, ₀₈₃円（分配金₁, ₂₀₀円）　騰落率：₁₄. ₁％（分配金込み）
【基準価額の主な変動要因】

内外の株式先物の売り（ショート）ポジションは基準価額のマイナス要因となりました。一方、内外の債券に投資した結
果、投資国でおおむね金利が低下したことがプラスの寄与となりました。また、一部の北欧通貨を除いてほとんどの投資対
象通貨が対円で値上がりしたこともプラスの寄与となり、合計で基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について
○債券市況

グローバル債券市況は上昇基調を継続しました。ウクライナや中東情勢の緊迫化など地政学リスクの高まり、ポルトガ
ルの一部銀行の信用不安やアルゼンチンの利払い停止など、リスク回避姿勢が高まったことで堅調地合いを継続しまし
た。ＥＣＢ（欧州中央銀行）の利下げに伴う政策金利の底打ち観測、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）声明文での政
策金利の予想水準の上方修正などから₂₀₁₄年 ₉ 月中旬にかけて反落する場面もありました。しかし、予想を下回る欧米の
経済指標の増加、ＩＭＦ（国際通貨基金）の世界経済の成長見通しの下方修正、ＦＯＭＣでの米国景気減速懸念の表明、
ＥＣＢの国債購入観測等から₁₀月半ばにかけて急騰する展開となりました。その後は、急速な相場上昇の反動から反落し
ましたが、ドラギＥＣＢ総裁が資産購入の対象を拡大する可能性を示唆したことでユーロ圏の国債利回りが最低水準を更
新し、相対的に利回りが高い米国や英国が連れ高する展開となりました。
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

○株式市況
グローバル株式市況は₂₀₁₄年 ₈ 月および₁₀月に調整局面を迎えましたが、期末にかけて上昇基調を継続し、米国とドイ

ツは一時、最高値を更新する展開となりました。米国の雇用改善傾向の継続やＥＣＢが下限政策金利である中央銀行預金
金利をマイナス₀. ₁％に引下げるなど、新たな政策パッケージを発表したことも支援材料となりました。 ₈ 月は、ウクラ
イナやイスラエルなどの地政学リスクの高まり、欧州の一部金融機関への不安、予想を下回る欧米経済指標から軟化しま
した。また₁₀月は、ＩＭＦによる世界の経済成長率の下方修正、ＦＯＭ C 議事録での米国景気減速懸念の表明、ＥＣＢ
とドイツの対立姿勢などから急反落する場面もありました。しかし₁₀月半ば以降は、米国の失業率の低下、中国人民銀行
の予想外の利下げ、ＥＣＢの追加刺激策の可能性の示唆などから反発に転じ、期末にかけて高値を更新する展開となりま
した。

○商品市況
商品市況は軟調な展開となり、下落基調を継続しました。金相場は、ロシアとウクライナの緊張、イラクやイスラエル

情勢の緊迫化など地政学リスクの高まりなどから一時戻り高値を更新しました。しかし₂₀₁₄年 ₇ 月半ば以降は、米国や中
国などで需要減退の兆しが見られ、反落に転じました。米国の第 ₂ 四半期（ ₄ － ₆ 月）ＧＤＰ（国内総生産）の高い伸び
を背景に米ドル高・株高となり、代替投資の金買い需要が後退しました。原油相場は在庫増や供給過多の兆しを背景に下
落基調を継続しました。ＯＰＥＣ（石油輸出国機構）が供給過多の緩和に向けた減産を見送り、サウジアラビアもアジア
向け原油価格の引下げ率を過去最大としたことも相場下落に拍車をかける要因となり、下値を試す展開となりました。ト
ウモロコシや大豆などの穀物相場も軟調な地合いを継続する展開となりました。

○為替相場
外国為替相場は、期を通じて円が対主要通貨で下落基調を継続しました。ポルトガルの大手銀行の信用不安問題がユー

ロ圏全体に波及するとの懸念、ウクライナやイスラエルの情勢悪化によるリスク回避姿勢の強まりから円買い圧力が強ま
る場面も見られました。しかし、ＦＯＭＣ議事録等から米国の利上げ観測が高まり、米ドルが対主要通貨で上昇基調を継
続したこと、また欧米の株式市況の上昇などからリスク選好の円売りが優勢となり、クロス円（米ドル以外の対円為替相
場）も上昇基調となりました。₂₀₁₄年₁₀月半ばには、欧米株式市況が調整局面を迎えたことによるリスク回避姿勢の強ま
り、ＦＯＭＣ議事録での米国景気減速懸念の表明、エボラ出血熱感染の拡大による経済への悪影響懸念から円が反発する
場面も見られました。しかし、欧米株式市況の反発や日本における₁₀月末の日銀の追加金融緩和の実施および消費税増税
の延期を背景に、期末にかけて円が対主要通貨で下値を試す展開となりました。

◆前期における「今後の運用方針」

主として、内外の株式、債券および商品ならびにそれらの派生商品の買い（ロング）または売り（ショート）を行なう
ことにより、市場の動きにかかわらず収益を獲得することをめざします。また、大和証券株式会社から運用にかかる助言
を受けて運用を行ないます。

◆ポートフォリオについて
主として、内外の株式、債券および商品ならびにそれらの派生商品の買い（ロング）または売り（ショート）を行なうこ

とにより、市場の動きにかかわらず収益を獲得することをめざしました。また、大和証券株式会社から運用にかかる助言を
受けて以下の運用を行ないました。
・債券

債券ポートフォリオは、ドル通貨圏、欧州通貨圏、および日本国債への分散投資を継続しました。グローバル債券相場
は₂₀₁₃年 ₉ 月初旬と₁₂月末前後で二番底を形成し、底入れから上昇基調に転換している状態との相場の大勢観に基づき、
強気のスタンスを継続しました。過去 ₂ 回の米国量的金融緩和策の終了後は債券利回りが大きく低下に転じていること、
再投資レートの上昇による運用利回りの向上が期待されること、ポートフォリオの終利・直利向上の観点から、長期化し
た現物債券の平均修正デュレーションを維持しました。主なデュレーション操作は債券先物の売買を通じて行ないまし
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た。
・株式

株式部分は、米国、英国、ドイツの株式ＥＴＦの投資比率を維持しました。また、市場動向に応じて、日経平均先物、
外国株式先物（米国、英国、ドイツ）の売買を行ないました。

・商品
商品部分は、ポートフォリオのリスク分散、リターンの安定とボラティリティの低下を目的に金のＥＴＦの投資比率を

維持しました。
・為替

外国為替部分は、ドル通貨圏、欧州通貨圏への分散投資を継続しました。外国為替のヘッジ比率は、米ドル高基調の継
続によるクロス円の軟化局面、イスラエルやウクライナ情勢の緊迫化、日本と欧米間の長期金利差の縮小、欧米経済指標
の悪化、グローバル株式市況の下落局面などリスク回避となった局面ではヘッジ比率を引上げる一方、日銀の追加金融緩
和、欧米経済指標の好転、グローバルな株式市況の反発局面などリスク選好となった局面ではヘッジ比率を引下げるなど
機動的なスタンスを取りました。また、対円のみならず、対米ドル、対ユーロ、対英ポンドなどの各クロス通貨間の動向
も注視し、通貨ごとのヘッジ比率の機動的な調整を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークまたは参考指数を設けておりません。

◆収益分配金について
【収益分配金】

当期の ₁ 万口当り分配金（税込み）は₁, ₂₀₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₁日
～₂₀₁₄年₁₂月₁₀日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ₁, ₂₀₀
対 基 準 価 額 比 率 （％） ₁₀. ₆₄
当 期 の 収 益 （円） ₁, ₁₇₉
当 期 の 収 益 以 外 （円） ₂₀

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₁₇₇
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₆₁. ₃₇円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₁, ₀₁₈. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₃. ₉₃
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁₉₄. ₆₆
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₃₇₇. ₉₈
（ｆ）分 配 金 ₁, ₂₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₁₇₇. ₉₈
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

　主として、内外の株式、債券および商品ならびにそれらの派生商品の買い（ロング）または売り（ショート）を行なうこと
により、市場の動きにかかわらず収益を獲得することをめざします。また、大和証券株式会社から運用にかかる助言を受けて
以下の運用を行ないます。なお、投資助言者の運用方針は以下の通りです。
・債券

　グローバル債券市況は、上昇基調の継続を予測します。原油価格など商品相場の急落によるインフレ率の低下圧力から米
金融当局の利上げの可能性は後退していると考えます。また、ＥＣＢの量的緩和観測からユーロ圏の国債利回りは過去最低
水準を更新しています。それに伴い相対的に割安感が強まった英国や米国が連れ高する展開が今後も継続すると予測しま
す。引続き、市場動向に応じて債券先物取引を使った機動的なデュレーション操作を行なう方針です。

・株式
　グローバル株式市況は、上昇一服感が強まる展開を予測します。米国金融当局の低金利政策長期化やＥＣＢの追加金融緩
和観測は株式市況の支援材料と考えられます。しかし、バリュエーションはかなり割高な水準まで買い進まれていること、
世界経済の減速懸念、米国の量的緩和策終了に伴う先行き不安などから、調整局面の継続の可能性も考えられます。株式先
物取引を使った機動的なスタンスを継続する方針です。

・商品
　商品市況は主要市場の下落基調の継続を予測します。ＯＰＥＣが供給過多の緩和に向けた減産を見送り、原油安、米ドル
高基調が継続しています。一方、金は下値固めから反発余地をうかがう展開が考えられます。やや慎重なスタンスで臨む方
針です。

・為替
　為替相場は、全般的には対主要通貨での米ドル高基調、および資源国通貨の軟調地合いの継続を予測します。一方、商品
市況下落によるインフレ率低下から米国金融当局が低金利政策を長期化する可能性や欧米の株式市況の調整局面では、円が
対主要通貨で反発する展開も考えられます。外国為替のヘッジ戦略は、機動的にヘッジ比率を調整し、対米ドル、対円のみ
ならず、各クロス通貨間の分析を行ない、各通貨のヘッジ比率を弾力的に調整する方針です。
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₁～₂₀₁₄. ₁₂. ₁₀）
金　額 比　率

信託報酬  ₅₁円 ₀. ₄₈₇％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₃₈₀円です。

（投信会社）  （₃₂）  （₀. ₃₀₉） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₁₆）  （₀. ₁₅₂） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃）  （₀. ₀₂₇） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₇   ₀. ₀₆₅  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物）  （₇）  （₀. ₀₆₅） 

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₂   ₀. ₀₂₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用）  （₂）  （₀. ₀₁₈） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に

要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₀）  （₀. ₀₀₂） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　計  ₆₀   ₀. ₅₇₆  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。
（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₁日から₂₀₁₄年₁₂月₁₀日まで）
買 付 額 売 付 額

千円 千円

国　　　内 国債証券 ― ₁₁₂, ₇₅₄ 
（ ―） 

外
　
　
　
国

千アメリカ ･ ドル 千アメリカ ･ ドル

ア メ リ カ 国債証券 ₁₄₇ ₆₄₇ 
（ ―） 

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

イ ギ リ ス 国債証券 ₁₄₀ ― 
（ ―） 

千ユーロ 千ユーロ
ユ ー ロ

（ド イ ツ） 国債証券 ― ₃₃₀ 
（ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

6



ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₁日から₂₀₁₄年₁₂月₁₀日まで）

銘 柄 別 買　　　　建 売　　　　建 当 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

　
国
　
内

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
株
式 日経平均 ― ― ₂₅₃ ₃₂₃ ― ₁₇ △ ₀ 

債
券 長期国債 ₄₃₈ ₄₃₈ ― ― ₁₄₇ ― ₀ 

外
　
　
　
　
　
　
国

株
　
　
　
式

S&P500 E-MINI FUTURE（アメリカ） ― ― ₁₆₈ ₁₅₈ ― ₇₃ △ ₂ 

DJIA MINI E-CBOT（アメリカ） ― ― ₆₃ ₅₄ ― ₃₁ △ ₁ 

FT 100（イギリス） ― ― ₁₄₂ ₁₅₄ ― ₃₆ ₁ 

DAX 30（EUR）（ドイツ） ― ― ₄₀₇ ₄₃₉ ― ₁₀₈ △ ₀ 

債
　
　
　
券

T-BOND（LONG BOND）（アメリカ） ₉₀₂ ₉₄₇ ― ― ₁₅₃ ― ₁ 

T-NOTE（10YR）（アメリカ） ₃₉₁ ₄₅₃ ― ― ₃₀ ― ₀ 

T-BOND（ULTRA LONG）（アメリカ） ₁, ₀₄₅ ₁, ₀₇₅ ― ― ₁₉₃ ― ₃ 

GILT 10YR（イギリス） ₈₉₉ ₈₈₈ ― ― ₁₅₄ ― ₁ 

BUND（10YR）（ドイツ） ₁, ₇₁₆ ₁, ₈₂₉ ― ― ₁₅₉ ― ₀ 

BOBL（5YR）（ドイツ） ₉₇₅ ₉₉₂ ― ― ₁₉ ― ₀ 

BUXL（30YR）（ドイツ） ₈₃₆ ₇₈₅ ― ― ₆₆ ― ₀ 
（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₁日から₂₀₁₄年₁₂月₁₀日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
United Kingdom Gilt（イギリス） ₆% ₂₀₂₈/₁₂/₇ ₂₄, ₅₈₁ ₅₂ ₂₀年国債 ₂. ₁% ₂₀₂₁/₉/₂₁ ₁₁₂, ₇₅₄ 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） ₇. ₆₂₅% ₂₀₂₅/₂/₁₅ ₁₆, ₁₄₅ United States Treasury Note/Bond（アメリカ） ₄. ₅% ₂₀₃₉/₈/₁₅ ₇₇, ₂₉₉ 

GERMAN GOVERNMENT BOND（ドイツ） ₆. ₅% ₂₀₂₇/₇/₄ ₄₈, ₈₃₈ 
（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■利害関係人との取引状況
　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当 期 末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ ₆₀₀ ₈₀₃ ₉₆, ₀₁₇ ₉. ₂ ― ₉. ₂ ― ― 

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル
カ ナ ダ ₅₀₀ ₈₂₆ ₈₆, ₁₇₇ ₈. ₃ ― ₈. ₃ ― ― 

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オ ー ス ト ラ リ ア ₂₀₀ ₂₃₅ ₂₃, ₃₈₅ ₂. ₃ ― ₂. ₃ ― ― 

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル
ニュージーランド ₂₀₀ ₂₂₅ ₂₀, ₆₉₃ ₂. ₀ ― ₂. ₀ ― ― 

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イ ギ リ ス ₆₀₀ ₈₄₇ ₁₅₈, ₆₉₇ ₁₅. ₃ ― ₁₅. ₃ ― ― 

千ノルウェー・クローネ 千ノルウェー・クローネ
ノ ル ウ ェ ー ₂, ₀₀₀ ₂, ₂₇₆ ₃₈, ₂₁₈ ₃. ₇ ― ― ₃. ₇ ― 

千スウェーデン・クローネ 千スウェーデン・クローネ
ス ウ ェ ー デ ン ₂, ₀₀₀ ₂, ₅₃₀ ₄₀, ₁₆₂ ₃. ₉ ― ₃. ₉ ― ― 
ユ ー ロ

（ド イ ツ）
千ユーロ 千ユーロ
₃₀₀ ₄₉₉ ₇₃, ₈₈₇ ₇. ₁ ― ₇. ₁ ― ― 

合 計 ― ― ₅₃₇, ₂₄₀ ₅₁. ₈ ― ₄₈. ₁ ₃. ₇ ― 
（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会の定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₃ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ United States Treasury Note/Bond 国債証券 ₇. ₆₂₅₀ ₁₀₀  ₁₄₉  ₁₇, ₈₅₅  ₂₀₂₅/₀₂/₁₅ 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 ₄. ₅₀₀₀ ₅₀₀  ₆₅₄  ₇₈, ₁₆₂  ₂₀₃₉/₀₈/₁₅ 

通貨小計 銘柄数 ₂銘柄 
金　額 ₆₀₀ ₈₀₃ ₉₆, ₀₁₇ 

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル
カナダ CANADIAN GOVERNMENT BOND 国債証券 ₈. ₀₀₀₀ ₅₀₀  ₈₂₆  ₈₆, ₁₇₇  ₂₀₂₇/₀₆/₀₁ 

通貨小計 銘柄数 ₁銘柄 
金　額 ₅₀₀ ₈₂₆ ₈₆, ₁₇₇ 

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア AUSTRALIAN GOVERNMENT BOND 国債証券 ₅. ₇₅₀₀ ₂₀₀  ₂₃₅  ₂₃, ₃₈₅  ₂₀₂₁/₀₅/₁₅ 

通貨小計 銘柄数 ₁銘柄 
金　額 ₂₀₀ ₂₃₅ ₂₃, ₃₈₅ 

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル
ニュージーランド NEW ZEALAND GOVERNMENT BOND 国債証券 ₆. ₀₀₀₀ ₂₀₀  ₂₂₅  ₂₀, ₆₉₃  ₂₀₂₁/₀₅/₁₅ 

通貨小計 銘柄数 ₁銘柄 
金　額 ₂₀₀ ₂₂₅ ₂₀, ₆₉₃ 

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス United Kingdom Gilt 国債証券 ₈. ₀₀₀₀ ₅₀₀  ₇₀₀  ₁₃₁, ₂₀₁  ₂₀₂₁/₀₆/₀₇ 

United Kingdom Gilt 国債証券 ₆. ₀₀₀₀ ₁₀₀  ₁₄₆  ₂₇, ₄₉₆  ₂₀₂₈/₁₂/₀₇ 

通貨小計 銘柄数 ₂銘柄 
金　額 ₆₀₀ ₈₄₇ ₁₅₈, ₆₉₇ 

千ノルウェー・クローネ 千ノルウェー・クローネ
ノルウェー NORWEGIAN GOVERNMENT BOND 国債証券 ₄. ₅₀₀₀ ₂, ₀₀₀  ₂, ₂₇₆  ₃₈, ₂₁₈  ₂₀₁₉/₀₅/₂₂ 

通貨小計 銘柄数 ₁銘柄 
金　額 ₂, ₀₀₀ ₂, ₂₇₆ ₃₈, ₂₁₈ 

千スウェーデン・クローネ 千スウェーデン・クローネ
スウェーデン SWEDISH GOVERNMENT BOND 国債証券 ₅. ₀₀₀₀ ₂, ₀₀₀  ₂, ₅₃₀  ₄₀, ₁₆₂  ₂₀₂₀/₁₂/₀₁ 

通貨小計 銘柄数 ₁銘柄 
金　額 ₂, ₀₀₀ ₂, ₅₃₀ ₄₀, ₁₆₂ 

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（ドイツ） GERMAN GOVERNMENT BOND 国債証券 ₆. ₅₀₀₀ ₃₀₀  ₄₉₉  ₇₃, ₈₈₇  ₂₀₂₇/₀₇/₀₄ 

通貨小計 銘柄数 ₁銘柄 
金　額 ₃₀₀ ₄₉₉ ₇₃, ₈₈₇ 

合 計 銘柄数 ₁₀銘柄 
金　額 ₅₃₇, ₂₄₀ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会の定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（₂）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
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ダイワ世界資産戦略ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

（3） 外国投資信託受益証券

銘　　　　　　　柄
期　　首 当　　　　　　　期　　　　　　　末

口　　数 口　　数
評 価 額

外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額
千口 千口 千アメリカ・ドル 千円

（アメリカ）
SPDR DJIA TRUST ₂. ₅ ₂. ₅ ₄₄₄ ₅₃, ₁₄₇ 
SPDR S&P 500 ETF TRUST ₅ ₅ ₁, ₀₃₂ ₁₂₃, ₃₂₄ 
SPDR GOLD TRUST ₄ ₄ ₄₇₂ ₅₆, ₄₇₅ 

合　　　計 口 数 、 金 額 ₁₁. ₅ ₁₁. ₅ ₁, ₉₅₀ ₂₃₂, ₉₄₈ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₃ 銘柄  ₃ 銘柄  ＜₂₂. ₄％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。

（4） 外国投資信託証券

銘　　　　　　柄
期　　首 当　　　　　　　期　　　　　　　末

口　　数 口　　数
評 価 額

外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額
千口 千口 千アメリカ・ドル 千円

（アメリカ）
ISHARES MSCI GERMANY ETF ₁₁ ₁₁ ₃₁₂ ₃₇, ₂₉₃ 
ISHARES MSCI UK ETF ₁₀ ₁₀ ₁₈₆ ₂₂, ₃₁₅ 

合　　　計 口 数 、 金 額 ₂₁ ₂₁ ₄₉₈ ₅₉, ₆₀₈ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₂ 銘柄 ₂ 銘柄  ＜₅. ₇％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₁₀日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
公    社    債 ₅₃₇, ₂₄₀ ₄₅. ₆ 

投 資 信 託 受 益 証 券 ₂₃₂, ₉₄₈ ₁₉. ₈ 

投 資 信 託 証 券 ₅₉, ₆₀₈ ₅. ₁ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₄₈, ₁₂₁ ₂₉. ₅ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁, ₁₇₇, ₉₁₇ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会の定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₁₀日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₉. ₄₆円、 ₁ カナダ・ドル＝₁₀₄. ₃₁円、 ₁ オーストラリア・ドル＝₉₉. ₁₃
円、 ₁ ニュージーランド・ドル＝₉₁. ₈₉円、 ₁ イギリス・ポンド＝₁₈₇. ₁₉
円、 ₁ ノルウェー・クローネ＝₁₆. ₇₉円、 ₁ スウェーデン・クローネ＝
₁₅. ₈₇円、 ₁ ユーロ＝₁₄₇. ₈₉円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₁, ₀₁₁, ₂₇₇千円）の投資信託財産総額
（₁, ₁₇₇, ₉₁₇千円）に対する比率は、₈₅. ₉% です。
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■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₆ 月₁₁日　至₂₀₁₄年₁₂月₁₀日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 17， ₂61， 3₉₉円

受 取 配 当 金 ₃, ₀₆₃, ₁₂₁
受 取 利 息 ₁₃, ₉₆₉, ₆₄₁
そ の 他 収 益 金 ₂₂₈, ₆₃₇

（Ｂ）有価証券売買損益 ₉6， 347， 3₀3
売 買 益 ₁₇₇, ₆₅₆, ₄₂₂
売 買 損 △ ₈₁, ₃₀₉, ₁₁₉

（Ｃ）先物取引等損益 35， 713， ₂37
取 引 益 ₇₈, ₄₂₅, ₃₃₆
取 引 損 △ ₄₂, ₇₁₂, ₀₉₉

（Ｄ）信 託 報 酬 等 △ 5， 5₉7， ₂37
（Ｅ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 143， 7₂4， 7₀₂
（Ｆ）前期繰越損益金 △ ₂， ₂5₉， 665
（Ｇ）追加信託差損益金 △ ₉， 41₉， 3₈7

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₀₅, ₀₉₀）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₉, ₈₂₄, ₄₇₇）

（Ｈ）合 計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 13₂， ₀45， 65₀
（Ｉ）収 益 分 配 金 △ 1₂3， 545， 763

次期繰越損益金（Ｈ＋Ｉ） ₈， 4₉₉， ₈₈7
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₉, ₄₁₉, ₃₈₇

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₀₅, ₀₉₀）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₉, ₈₂₄, ₄₇₇）
分 配 準 備 積 立 金 ₁₇, ₉₁₉, ₂₇₄

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₆, ₆₁₄, ₃₅₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₁₀₄, ₈₀₈, ₆₁₇
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄₀₅, ₀₉₀
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂₀, ₀₄₂, ₀₆₂
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁₄₁, ₈₇₀, ₁₂₇
（ｆ）分 配 金 ₁₂₃, ₅₄₅, ₇₆₃
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₁₈, ₃₂₄, ₃₆₄
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁, ₀₂₉, ₅₄₈, ₀₂₈口

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月₁₀日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 1， 757， 34₀， 57₈円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₁₇₄, ₄₄₅, ₃₆₈  
公 社 債（評価額） ₅₃₇, ₂₄₀, ₀₀₇  
投 資 信 託 受 益 証 券（評価額） ₂₃₂, ₉₄₈, ₁₉₅  
投 資 信 託 証 券（評価額） ₅₉, ₆₀₈, ₁₅₁  
未 収 入 金 ₅₉₁, ₅₀₄, ₁₅₁  
未 収 配 当 金 ₁₂₀, ₅₁₇  
未 収 利 息 ₃, ₄₇₅, ₁₉₈  
前 払 費 用 ₁₃₆, ₁₃₈  
そ の 他 未 収 収 益 ₂₆₃, ₅₈₃  
差 入 委 託 証 拠 金 ₁₅₇, ₅₉₉, ₂₇₀  

（Ｂ）負 債 71₉， ₂₉₂， 663  
未 払 金 ₅₉₀, ₃₆₆, ₈₉₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₁₂₃, ₅₄₅, ₇₆₃  
未 払 信 託 報 酬 ₅, ₃₃₅, ₆₃₂  
そ の 他 未 払 費 用 ₄₄, ₃₇₈  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 1， ₀3₈， ₀47， ₉15  
元 本 ₁, ₀₂₉, ₅₄₈, ₀₂₈  
次 期 繰 越 損 益 金 ₈, ₄₉₉, ₈₈₇  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1， ₀₂₉， 54₈， ₀₂₈口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 1₀， ₀₈3円

＊ 期首における元本額は₁, ₂₂₉, ₅₄₈, ₀₂₈円、当期中における追加設定元本額は ₀
円、同解約元本額は₂₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₈₃円です。
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【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 1， ₂₀₀円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　₂₀14年1₂月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の ₂ 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、₂₀14年1₂月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の ₂ 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の ₂ 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日まで
は₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得
税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。
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